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第 1 章では，グルコノ1. 5 ラクトンや N アセチル D グルコサミンといった糖類から新規な両親媒性化合物を合
成し，それらが良好な水溶性や界面物性を示すことを明らかにしている。特に，グルコノ 1 ， 5 ラクトン由来の非イオ
ン性化合物ならびに N-アセチル D グルコサミン由来のカルボン酸塩型化合物が優れた表面張力低下能を示すこと
を見い出している。さらに，これらの化合物が酸性水溶液中で非両親媒性成分に分解し，酸分解性の界面活性剤とし
て利用可能であることを示している。
第 2 章では，糖アミドを親水基とする両親媒性化合物のミセル存在下で， D ブエニルアラニン ρ ニトロブェニルエ
ステル臭化水素酸塩の加水分解反応が，対応する L体の反応よりも速やかに進行し，エナンチオ選択的加水分解反応





















(1) グルコノー 1 ， 5 ラクトンや N-アセチル-D-グルコサミンといった糖類から，良好な水溶性や界面物性とともに酸
分解性を示す両親媒性化合物を開発することに成功している。
(2) 糖を親水基とする両親媒性化合物が形成するミセル内で，光学活性アミノ酸エステルのエナンチオ選択的加水分










が， K+ , Rb+ および Ba2+ と水中で錯形成することを明らかにしている。
以上のように，本論文は糖をはじめとするポリオール類から誘導した両親媒性化合物が良好な界面物性や特異な界
面化学的挙動を示すことを明らかにするとともに，それらにより形成されるミセルや逆ミセルといった分子集合体が
選択的反応系または分離系として有効に機能することを見い出しており，界面化学，生化学ならびに有機工業化学分
野に対して貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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